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導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄について説巧 
しまず。また、セットアップの隐の手順を説明していまず。ここで説 B 月する内容をよく読ん 
で、正しくセツトアップしてください。 


特長 （2 ページ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

導入にあたって （8 ぺージ） 

本製品をご利巧されるシステムを構築する隐にがっておいていただきたい事柄 
や，参考となるアドバイスが記載されていまず。 

お客様登録 （13 ページ） 

お客様登録の方法について説 B 月しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を人手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （14 ぺージ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購人時の本体によってわセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 吕〇03のセットアップ （1 7ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップのち法につ 
いて説 B 月しています。 

Adaptec HostRAID ™ について（已1ぺージ） 

本体標準のディスクアレイ機能 (Adaptec HostRAID ) について説明していま 
す。詳細な説 S 月はオンラインドキュメントに記載されています。 
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2 巧長 


巧長 

お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 


張性 

• オプションス □、ソ ト 

PCIExpress(x8) 1 ス□、ソ ト 
• 最大 4G 巨の大容量モリ 

• 高速ネットワークインタフェースにつの LAN ポートとも、 
1 0BASE-T/100BASE-TX/1 日日〇目冉 SE-T 対応） 


固 信頼性 

• バスパリティエラー横化 
• 温度検巧 
• 異常検巧 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 
• 巨 IOS パスワード機能 
• 本体遠隔監視機能 



性能 


• Intel® Core™ Duo Processor 搭載 
• 高速メモリアクセス 
• 高速ネットワークインタフェース 

(3 つの LAN ポートにつの1 000BASE-T/1 日日己 ASE-TX/ 
1 0BASE-T と1つの1 00BASE-TX/10BASE-T) 

• 高速ディスクアクセス 


胃 富な機能搭載 

• POWER スイツチマスク 
• ソフトウェア Power 〇け 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 


回 守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
• HDD の前面保守が可能（電源 OFF 時） 

• ケーブル処理が容易なケーブルクランプ標準装備 
• サーバ管理のメモスペースとなるスライドタグ標準装箱 


回 己診断機能 

• Power On Self-Test(POST) 

• システム診断 (T&D) ユーティリティ 


图理 機能 _ 

• 本体遠隔監視磯構 （EXPRESSSC 日 PE エンジン) 
• リモート管理専巧の管理用ポートを標準装備 
C1CBASE-T/10CB/\SE-TX) 

• リモートからの電源操作 
• ダンプスイッチ取得 
• リモート KVM (オプション） 


H ぐに使える 

目 TO (工場組み込み化巧）によりあらかじめ使用ずる 
0S のインス I -ールやオプションの取り付けを指定でき 
ます。 












導ん漏 3 


本装置は、高い信頼性を殖保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウ王アが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバ、ソクアップ装置などといったを種オプシヨン製品により、さらなる信頼性を殖保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれじ(下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な A— ドウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• パックアップ管理 

-八ードウエア全般 

-本体標準装備のディスクアレイコント 
□-ラ (Adaptec HostRAID™) 

-オプションのディスクアレイコント 
□-ラ 

DAT/At など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Adaptec Storage Manager™ 

Web-based Promise Array Manager 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT* 
BackupExec*, NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 （UPS) * 

PowerChute Business Edition* 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接締ボードなど* 

WebSAM/Netvisor* 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エン 
ジン 

(一部の機能の利用にはリモートマネー 
ジ乂ン ト拡張ライセンス*が必要） 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

DianaScope 


* オプション製品 











4 特長 


ヴーパ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「 ESMPRO / ServerAgent 」 をインストールし 
てください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 は本体の稼動状ミ兄などを監視ずるとともに万一の障 
害発生時 「 ESMPRO / ServerManager 」 と連携してただちに管理者へ届報します。 
ESMPRO / ServerAg 飢 t をインストールした場合、データピューアの項目ごとの機能可否は下 
記の表のとおりでず。 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する磯能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する磯能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する磯能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をずる機能でず。 

メモリの論理情報参照やが態監視をする機能です。 

1/ 日デバイス 

〇 

I/O デバイス （ フ□、ソピーディスクドライブ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする磯能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧.電源、ドアなどを監視する機能で 
ず。 


温度 

〇 

篇体内部の温度を監視する磯能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する磯能です。 


電圧 

〇 

篇体内部の電圧を監視する磯能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能でず。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (屋体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、日 S の情報を参照する磯能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) じ閱する情報き照やパケット監視を 
する磯能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張パスデバイスの情報を参照ずる機能でず。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する磯能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の Ml 巨項目の値 
を監視する磯能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ磯器やコント 
□ーラを監視する磯能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic 社製および Promise 社製ディスクアレイコント 
□ーラを監視する磯能です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer じよる日 S ストール監視をする磯能で 
す。 



〇 

0 S STOP エラー発生體の通報処理を巧う機能です。 


〇:サポート A :—部サポート X :ホサポート 



ESMPRO / ServerManager と ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添かされて 
います。各ソフトウェアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウェアの 
説明を参照してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理ずるために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。本体標準装備、またはオプションの RAID コント □— 
ラ（ディスクアレイコント□—ラ）を使用することにより、ディスクドライブをグルー 
プ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 

一 本体標準装備 

本体のマザーボードには，シリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライブを接続すること 
ができるチャネルを持っています。また、このチャネルを制御するコント□—ラによっ 
て RAID ドライブを構築ずることができます。コント□—ラがサポートしている RAID レべ 
ルは RAIDO と RAID 1 です。 

コント□-ラの制御やを種設定はコント□-ラに搭載されているコンフィグレーション 
ユーティリティ [Array Configuration Utility ( ACU )」 を使用します。詳しくは「ハード 
ウェア編」を参照してください。 

運用中の管理•保守はブラウザべースのユーティリティ 「Adaptec Storage Manager ™ 」 
を使用します。使用ちまについては「ソフトウェア編」、またはオンラインドキュメント 
を参照してください。 

ーオプションの RAID コント□—ラの場合 

本体の PCI ス□、ソトに接続し、内部の八ードディスクドライブをディスクアレイに構築し 
ます。本体標準装備の RAID コント□ーラの機能に力□え、さらに高い信頼性と冗長性を提 
供します。 

ディスクアレイコント□—ラは、 SATA 八ードディスクドライブを使ったディスクアレイ 
を構築するための PCI ボードでず。 

ディスクアレイの RAID 0、 1、10 ( RAID 1 のスパン）の各 RAID レベルをサポートしてい 
まず。 


ディスクアレイコント□-ラの制御やを種設走はコント□—ラに搭載されているコン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。詳しくは、ディスクアレイコント□一 
ラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理-保守は Windows ベースのユーティリティ 「 Web-based Promise Array 
Manager 」 を使用します。 



Adaptec Storage Manager™ 、 Web-based Promise Array Manager、ESMPRO/ 
ServerManager、ESMPRO/ServerAgent、 は、本体に標準でを付されています。ソ 
フトウIアのインストール方法や使用ちまは、をソフトウIアの説明を参照してく 
ださい。 





巨巧長 


• バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や DLT 装置と各種ソフトウエアを使ってを期的にバックアップをとってくださ 
し、容量やおをスピード、バックアップスケジュールの設をなど、ご使用じなる環境に 
合わせて利用してください。 

バックアップデバイスと接続ずるためにはオプションの SCSI コント□-ラボードがあ要 
です。 


アプリケーシヨンを 

説明 

NT 目 ackup (日 S 標準） 

Windows 標準のパックアップ、ソール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

(コンピューク■アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運巧が可能で、集合バックアップ装置、 D 巨オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

巨 ackupExec ( ベリクス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運巧が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

Net 巨 ackup (ベリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 D 巨オンラインパックアップなどじ対応可能。 






BackupExec 


NetBacKup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力日え、電圧低下、過負荷函電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリか6電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理ちは、その間 
にファイルの保存など、を要な処理を行うことができます。さ6じ電圧や電流の変動を巧え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平巧故障聞隔 ( MTBF ) の延長にわ貢献します。 また 、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動-無人運転を実現することわできます。 

本製品では、 APC 社製 Smart - UPS のお停電電源装置を提供しており、 Powe に hute 己 usiness 
Edition で管理.制御します。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager , ESMPRO / ServerAgent を使用することにより、本体に巧蔵され 
ている LAN 力ードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 


リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジンと EXPRESSBUILDER に収め6れているアプリ 
ケーション 「 DianaScope 」 を使用ずることじより、 LAN / WAN を介した本体のリモート監視 
や管理をずることができまず。 

EXPRESSSCOPE エンジンが提供するリモート管理機能はと J 下のとおりです。 

• Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システム 
イベント□グ ( SEL ) の殖認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプションのリモートマネージメント化張 
ライセンスがあ要です。） 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 

• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中管理 

Web ブラウザを使用したリ モー ト制御やリ モー ト KVM 機能、リ モー トデバイス機能について 
は EXPRES 犯 UILDER 巧の 「 EXPRESSSCOPE エンジンユーザーズガイド」を参照してくだ 
さい。 






8 導入にあたって 


導入にあたって 

本装置を導人するにあたって重要なポイントについて説巧しまず。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説 B 月のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせてあ要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設走を行ってください。 


稼動げ況.障害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 丄 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により，リモートか6サーバの稼動巧ミ兄や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅まに対応ずることができまず。 

運用の隐は> 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（ホ）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、ほコストで Express 5800シリーズ 
の障害監視' 保守を行うことができます。 

r エクスプレス通報サービス」を利用することもご検討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点についてお認してください。 

出荷時の：!犬態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、出荷時の状態をお認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I -―ル状態について 

を文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カス女ムインストール 

BTOC 工場組み込み化荷）にて Windows Server 2003のインストールを指定さ 
れた場合。 

ホインストール 

巨 TO ( 工場組み込み出荷）による OS のインストールを希望されなかった場合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により，必要なセットアップ作 
業が異なりまず。16ページの説明に従ってセツトアップを巧ってください。 


• パーテイシヨン構成について 

本装置では，セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作成されまず。 


n 

1 

N= 



、 



き領域 


オペレーテイングシステム用バーテイシヨン 

カスタムインストールの場合は.お客様のオーダーによって異なります。 


保守用バーティシヨン 

保守巧のを種ユーティリティが格納ちれています。オペレーティング 
システムか6「曰 SA 構ぶ」の FAT パーティシヨンとして認識されます。 
























10 導乂にあたって 


セットアップの手順を確認しましよう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」はあ要不可欠なポイントでず。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分にお討してく 
ださい。 

'必要のない手順を含めたり、を要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでな <、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮でき 
な< なります。 


• <その1> 運用ち針と障害対策の検討 

八ードウエアが提供する機能やな巧するオペレーティングシステムによって運用ち針や 
セキュリティ、障害への対策ち法が異なります。 

「特長 （2 ページ)」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう横討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご柜 
談されることちひとつの手だてです。 


• <その吕> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを確実に行いまず。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、1日ページに示ず手順に従ってください。 

八ードウエアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップわ含まれます。ご使用じなる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつでず。 


• <その3> システムのセットアップ 

オプシヨンの取り付けや BOS の設定といった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、ハー ドディスクドライブのパーティシヨンの設走やディスクアレイの設定、オペレー 
ティ ングシステムや管理用ソフトウエアのインストールに進みます。 

一巧めてのセットアップの場合 

巧めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指走されたインストールの状態に 
よってセットアップのち法が異なります。 

「カスタムインストール」を指をして購入された場合は、本体の電源を ON にずれば 
自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面のメッ 
セージに従ってあ要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「ホインストール」にて購入された場合は、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用し 
ます。シームレスセットアップでは、はじめにセットアップにお要な情報を違択 • 
入力するだけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に巧われまず。 

ーモインス!ルのセットアップ•再セットアップの場合 

シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアッ 
プが代わりに行います。 




本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

— Microsoft ^ j ) Windows Server ® 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Microsoft ^ Windows Server ® 2003 Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

その他の OS をインス I ■'ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社に 
お問し''合わせくたさし、。 

「Windows Server 2003」では、ディスクアレイの設定か6管理巧ソフトウてアのイン 
ス I ルまでの作業をシームレスセットアップが巧います。 

本装置固有のセットアップは （0 S を除く）、シームレスセットアップが代わりに行いま 
ず。セットアップでは、シームレスセットアップを利届することをお勧めします。 

<その4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解まができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003に関しては> 本書で説明しています。 

<その已> 管理用ソフトウェアのインス!ルとセットアップ 

化荷時にインストールミ斉みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境じあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC 1 こインストールし、本装置を 
管理•監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。なお、使 
巧を開始ずる前にな用環境に合わせた設をがみ要になる場合がありまず。詳し<は「ソ 
フトウェア編」をご覧ください。 

<その色> システム情報のバックアップ 

保守ユーティリティ「オフライン保守ユーティリティ」を使って本製品のマザーボード 
上にある設を情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによるパーツ 
交換後にと J 前と同じ状態にセットアップするために大切な手順です。詳しくは47ページ 
をご覧ください。 




12 導乂にあたって 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を巧うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO/ServerMan 明 er 、 または別売の同ソフトウエアがあ要となります。この後で説日月ず 
るセットアップ手順、またはソフトウエアの説明書（別売の場合）に従ってをソフトウエアの 
インストール、およびを要な設定を巧って<ださい。 

各運用管理機能を利用する際には，と J 下の点にごを意<ださい。 


• サーバ管理機能を利用ずるにあたって 

一 本体の各コンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク）の使用状況の監視やオペレーティ 
ングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / ServerManager 、 
および ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設をがあ要になります。詳挪ま、を 
ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

• ストレージ管理機能を利用ずるにあたって 

- 標準装備 Adaptec HostRAID ™ ( SATA 版)を使用する場合 

Adaptec Storage Manager tm をインストールしておく必要がありまず。「ソフト 
ウェア編」の 「Adaptec Storage Manager ™」 の説巧じ従って Adaptec Storage 
ManagerTM をインス|ルしてください。 

ディスクアレイシステムを構築ずる際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めじも、アレイディスクの整合性チェックをを期的に巧うことをお勧めします。 
設定方法については関連する管理ユーティリティのドキュメントを参照してくだ 
さい。 

ーディスクアレイコント□ーラを使用する場合 

Web-based Promise Array Manager をインストールしておくあ要があります。「ソ 
フトウェア編」の rWeb-based Promise Array Manager 」 の説日月じ従って Web - 
based Promise Array Manager をインストールしてくださし、。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率やモ防保守性を高めるた 
めじも、アレイディスクの整合性チェックをを期的に行うことをお勧めしまず（才 
ンラインドキュメント rWeb-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を 
参照して < ださい)。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリー ニン グテープを使って定期的に 
へ、 ソドを清掃するよう/こ、がけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因となり， データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用ずるにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、き用の制御用ソフトウェア （ Pow げ Chute 
Business Edition ) または、オペレーティングシステム標準の UPS サービスのセッ 
トアップが必要です。 

一 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには团 0 S の設定が必要となる場合があリます。 「システム己の S の 
セットアップ （102 ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある fAC-LINKJ 
の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 
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ぉ客様登録 

NEC では、製品ご贈人のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。添 
付の「お客様登録申込書」じあ要事項をご記人の上、エクスプレス受付センターまでごあちい 
ただ<か、または Club Express のインターネットホームページ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

にてご登録ください。 


E タネス PC/PC サー H わ 若径を巧- 


みイルののホモががな : 入 0W ツール巧 AJ 口げ 


お客巧登録 


NEC ビジネス PC / PC ヴーバ 


お客樣登録 


"入ち 一B 
什*-卜宙苗由* at) 

8* お卜つづべージ 


E 冲 ressSBOO ソ J— プ 
(Club Express) 

’ 巧が》 A 占を巧 


ビジ •》3PC 
(Mates Versa わ〇》 

■ がが BA ちを冉 E 


お客含さ a ガイド 
■ お 至《さ9巧を 
-巧巧ュ—ザを巧 


NEC PC ヴーバ （Express 班〇〇"ンりーブ)、ピジネス PC (化 te&VersaPra) そご画入いたださ誠1なりがとうごさいます， 
日を巧では、おぎ导への巧 g おのこち巧や里入畏品の巧ま的なご利用をヴポートするためにお客谷畳结ヴービスをミ巧 
しております。 

宜宮巧ホ巧にてご請入いただいた望品をごを沒いただけますので、ぜひち申しをみください， 

*V^aeST« UWe の KS8i 曲：つき3しては I2l«rel こで*;巧た こ こ B くだみ、 

I ご fi« いただ<と、巧の巧 巧 ヴービス S] ■巧いたします。 

I Express 5800'ンリープを請入品畳结いただいたでには... 

Web テクニのル因さわせでービス 

E が res ぶの日ソ J - ズIこ M する是本的なテクニり jUat を;が店 Iホこし主す, 

なわ、も田 L 洽わサの巧 ft こ■: 々ましでか,— I巧■ホす。放,<は,—がホ— ig が:さし W 
エクスブレス a« サービス iis レポート g 置 

じクスブレス i 苗れ-ビス JI ご:加入いたな、ていを苗を巧を K をの巧がレポ-卜る/アルみ■仏Iこご聪 L ただけます。エクスブレス il 
拍サ-ドスこ巧壬してI 王-巧け DF) ホ —S が？ lU, 

I ビジネス PC(Mate&VersaPro 巧講入音資いただいたちには•一 


二れ 

•エウスブレス江なブービス 
• #巧申みみ— eig-，Tiy 


•EXP RESSB Ul LDERB^tr 


■を 頁き資だけでを •• 


• (田人‘がをな{ポリシー 


iKfltSS •□グイン 


き員登録 巧みの 方ん 


rClub Express 会員」のみなさまには、ごま望じより Express 5800シリーズをご利用になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
のインターネットホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 























14 セットアツプを始める前に 


セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照ずるぺージを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めま 
ず。 



BTO (工場組み込み出硕にて Windows のインス I -- ルを指定した場合は、本 
装置に Windows のプ□ダクトキーが記載されたラベルが貼り付け目れていま 
ず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000-000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インストール時に必要な情報でず。 
剥がしたり巧したりしないよラ取り扱いにごま意くださし V もし剥がれて紛失 
したりミちれて見えなくなった場合でも、ラベルの再発巧はできませんので、あ 
5 かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管をれること 
をお勧めしまず。 


EXPRESSBUILDER がヴポートしているオプションボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしているオプションボードは、 trR こな 
ります。もし、下記以外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマ 
ニュアルと「応用セットアップ」 （48 ぺージ）を参照してセットアップしてください。 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインストールをサボートしているボード 

- N 8103-101ディスクアレイコント□-ラ (SATA II ) 

- AdaptecHostRAID ( SATA ) (マザーボード上のコント□-ラを利巧） 
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次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（一81ページ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。詳しくは22ぺージ 
を参照してください。 


2. 本体に最ち適した場所に設置ずる（一已3ページ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続ずる（一7白 
ページ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する（一76ぺージ)。 

已.八ードウエアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

102ぺージを参照してください。 

W -0 日 IOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず®認し 
てくだをい。 






1 巨 セットアップを始める前に 


システムのセツトアツ 


八ードウエアのセットアップを完了した6、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説巧を参照してください。再インストールの隐にわ参照してください。 


スタート 



セットアップ完了 
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Windows Server 2003 のセツトアップ 


J \— ドウェアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インス I ''ールの際 I こも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


r ビルド-トウ-オーダー旧 TO : 工場組み込み化荷)」で「カスタムインス I ル」を指定し 
て購入された本体の八ードディスクドライブは、お客様がずぐに使えるようにパーティシヨン 
の設定か6、オペレーティングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストー 
ルされています。 


ここで説明する手順は，「カスタムインストール」を指をして購入された製品 
でネリめて電源を ON じするときのセットアップのちまじついて説明していま 
ず。再セットアップをする場合は， EXPRESS 己 UILDER じ格納されているオン 
ラインド丰ュメント 「Windows Server 2003 R2, Standard Edition .Windows 
Server 2003 Standard Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」の 
「マニュアルセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I ■'ールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下國は、八ードディスクドライブのパーテイシヨン構成じついて國解しています。 


空きエリア 

Windows Server 2003 

保守用パーティション 

八ードディスクドライプ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザードの晶始]画面が表示されます。 
^降>画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよ<お認し、[次へ]をクリ、ソクし 
てセットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容をお認して 
ください。 

一[ソフトウ I アの個人用設を]画面では、を前や会社をまたは組織名を入力しま 
ず。 

-[ライセンスモー鬥画面では、使用するライセンスモードを選択しまず。 

—[コンピュータさ!と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータをと 
Administrator のパスワードを入力してください。 

一[日付と時刻の設を]画面では、日付と時刻を正し<設をしてください。 

一[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設走を違択します。 

一[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインじ参力□させるか選択し 
ます。 

システムが再起動します。 

2. 34ぺージの手順19しソ降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライパをインス I -―ルする。 

4. 40ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

已.出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をずる。 

インス I '―ル済みのソフトウェアはお客様が購入時に指走したものがインストール 
されていまず。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/Server Agent 

ーエクスプレス适報サービス* 

— Adaptec Storage Manager ™* 


— Web-based Promise Array Manager * 

上記のソフトウェアで 「*」 印のあるものは，お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設をまたは磕認をしなければな6ないソフトウェアを示していまず。「ソフト 
ウェア編」の「本体巧バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

取おしてくにごし）。 
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"~〇 カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされているヴービス 
パックのバージョンと、装置に添付されているヴービスパックのバージョンび 
異なる場合びありまず。本体にインス I ルされているヴービスバックけ降の 
パ’ージョンび添付されている場合は、本体に添付の [WindowsServer 2003 
RURx 対応 (Service Pack x ) インス!ル手順 書 J を参照してヴービスバッ 
クのインス!ルを行ってください。ヴービスパック情報に関しては、下記サ 
イトより詳細情報を確認してください。 

旧番街] http :// nec 8. com / 


6. 47ぺージを参照してシステム情報のノ くックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする隐は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

r シームレスセットアップ」は、 RAID の設走から、オペレーティングシステム （Windows 
Server 2003). を種ユーティリティのインス I '■―ルまでを切れ目なく（シームレスで）セッ 
トアップできる方まです。 

八ードディスクドライプを購人時の状態と異なるパーティション構成で使用する場合や、 0 S 
を再インス I ■—ルする場合は、シームレスセットアップを使用してください。煩雑なセット 
アップをこの機能が代わって行います。 


EXPRESSBUILDER 



r シーム レス セツトアツカロ、 卿0の設定から、 
あ さ巧ユーテイリティのインス トー ルまでを 
切り目な < (シームレスで）セシトアシブできる 
方去です。 

いード’ディスクを賭； M 寺の j 尤態とまなるイティ 
シヨン樹巧で使用する場合やの铺インストール 
する巧合(3、シームレスたツトアツブを使用して 
<ださい。トァツブをこの機!扶)代 
わっ tr 行し、ます《 



• シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊な 
セットアップについては、48ぺージの「応用セットアップ」で説明して 
います。 

• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイル 
を使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファ 
イルとしてフロッピーディスク（別違 1.44 MB フォーマ‘ソト済み空きフ 
ロッピーディスクをご用意くださし、）にイ呆存することができます。 

• パラメータフ ァイルは EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

ExpressPicnic をほったパラメータファイルの作成方法については、15目 
ぺージを参照してください。 

• セットアップパラメータ FD はお客標でご用意くださし、。 

• シームレスセットアップでは、「イ呆巧用パーティシヨン」と呼ばれる約 
55 MB のイ呆守用の領域をハードディスクのホ頭に確保します。このパー 
ティ シヨンを確イ呆したくないときは、マニュアルセットアップ (48 ぺ一 
ジ)でインストールしてくださし、。 
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OS ①インスIルについて 

0 S のインストールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 

Windows フアミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 Standard Edition 日本語版 

U 降、これ 6 をまとめて 「Windows Server 2003」と呼びます。 

その他の OS をインス I ■'ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前に八ードウェアの B の S 設をなどをお認してく 
ださい。102ページを参照して設をしてください。 


Windows Server 2003 に〕し、て 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインストールできまず。ただし、次の 
点じついてを意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 

国司 (团 OS やオプションボードの設定）をずベて完了さはてください。 

• 醉社び提供している別売のソフトウェアパッケージにら、インス!ル 
に関する説明書び添付されていまずび、本装置へのインスIルについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に40ぺージを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているボ U ユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームじインストールする場合 
は、インストールの実巧前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]か6行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows Server 2003をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を巧う 
と、インストールに失敗することがあります。 M 0 装置をかしてインストールを最初か6 
やり直してください。 
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• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
で < ださい。 

• A - ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールする八ードディスクドライブ W かの八ードディスクドライブを接続 
する場合は、 0 S をインストールした後か6行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (49 ペー 
ジ)を参照してください。 

• 作成ずるパーティシヨンサイズについて 

システムをインストールするパーテイシヨンのサイズは、次の計算まか6ホめることが 
できます。 


インストールに'必要なサイズ十ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

インストールに'必要なサイズ =2900 MB (Windows Server 2003けービスパック 

含まない）のみ） 

=3500 M 己 (Windows Server 2003 R 2) 

=3500 MB (Windows Server 2003 with 
ServiceP 曰 ck 1) 

=4400 MB (Windows Server 200 3 十サービス パ、ソ 
ク CD - ROM ) 

ぺージングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ +12 MB 
アプリケーションサイズ=任意 


W-0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

国马 のための推奨ヴイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納ずるのに十分な大きさのネ刃期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ぺージングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
40日已 MB でず。搭載メモリヴイズ XI .已倍のサイズび40日已 MB を超 
える場合は、40日已 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
「2048M 日 +12M 日 J でず。 

• その他アプリケーションなどをインストールずる場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンが必要とずるディスク客量を虐加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、パーテイシヨンサイズは、前述の計算方法 
から 


2900 M 己+ (512 MB X 1.5) + 512 MB 十 12 MB 十アプリケーシヨンサイズ= 
4192 MB +アプリケーシヨンサイズ 


とな U ます。 
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システムをインストールずるパーティシヨンサイズが「インストールにお要なサイズ十 
ぺージングファイルサイズ」よりルさい場合はパーティシヨンサイズを大きくするか、 
ディスクを増設してください。ダンプファイルサイズをお保できない場合は、次のよう 
に複数のディスクに割り当てることで解まできまず。 

1. 「インス I ルに必要なサイズ+ぺージングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 
イズ分）を別のディスクに書さ込むよラに設定ずる。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルに必、要なサイズ 十 ぺージングファイルサイズ」でインストール後、おしいディ 
スクを増設してください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした/ドディスクドライブへの再インストー 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 R 2, Standard Edition , 
Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インストレーシヨンサプリ メント 
ガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインス I ルに 
関するを意事項が記載されています。 


• ディスク構成について （ r 曰 SA 構成」と表示されている領域について) 


ディスク領域に「曰 SA 構成」と表示された領域がを在する場合があります。構成情報や 
ユーティリティを保存ずるための保守用パーティションでず。削除しないでください。 
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• サービスパックの適用について 

— 本装置で Windows Server 2003をご使庙になる場合は、必ず ServicePack 1を適 
用してください 。 Service Pack 1が含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使 
用しインストールされた場合は、再度 Service Pack ^を適用する必要はあリませ 
ん 。 Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は 、 Service Pack 1を適用 
ずる必要はありません。 

- Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に 
添がされているサービスパックじ(降のサービスパックを使用ずる場合は、下記サイ 
卜より詳細情報を確めたうえで使用して<ださい。 

【8番街】 http://nec8.com/ 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップは、次のような流れで進みまず。 




ソフトウエア使用許語費約に同意ずる 

サービスパック CD-ROM をセットずる 
(サービスバックを適巧ずる場さ） 


自動インス I ル 

i 

自動□グオン 


巧起動を、インストール沒了 


《ディスクアレイコント□—ラぴ搭載されていて、 
アレイディスクの設定画面で、 RAID を新規作成ずる 
設まにした場合、この フエー ズが実行される。 


J :入力や還巧び必要な作業 
1 :自動的に作業び進む內容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザードおまじよりをパラメータを設定していきまず。この 
とき、各パラメータを一つのファイル（パラメータフアイル）としてフ□、ソピーディスクへ保 
存することも巧能です。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート J を行って 

roa ください。 

• Windows Server 2003の起動樹こネットワークアダプタなどのドラ 
イバの変更、または追加ずる場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows Server 2003 R 2. Standard Edition / 
Microsoft Windows Server 吕〇03, Standard Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


パラメータファイルを使ってセットアップずるときは、ファイル保を用として 
巨 1.44 M 己フォーマット;きみの空きフ□ッピーディスクが1枚を要となります。 
あらかじめ> お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは，保をしておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウイザードじよるパラメータ人力を省略ずることができまず。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 



• OS をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M0 装置をか 
してインストールを最巧からやり直してください。 

• OS をインストールするハードディスクドライブじ(かのハードディスク 

ドライブを接続する場合は、 0S をインストールした後から斤ってくだ 
さい。 

• OS をインストールするハードディスクドライブに論理ドライブを複致 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存をする場合の再セット 
アップ手順」（がぺージ)を参照してください。 


2. 本装置の DVD 书 0 M ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットずる。 

3. CD - ROM をセットした5、 U セットする （< Ctrl > + < AI 1:> + 〈 Delete 〉 キーを巧 


す）か、電源を OFF / ON してシステムを再起動ずる。 


CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 己 UILDER が起動します。 
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4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 



「パラメータファイルを使用してセットアップを進めまずか？」というメッセージが 
表示されます。 

已.パラメータファイルを使用する場合は「はい」を、使用しない場合は「いいえ」を 
選択する。 


パラメータフアイルを使用してセツトアップを進めまずか？ 


いい又 はい 


6. 「お願い」の表示内容をよく読んでか6「確認」をクリックする。 


ぉ願い 

シームレスセットアップお了を、セットアップ情巧をバックアップする 
ことをお勧めしまず。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧でさなくなりまず。 

パックアップは、空をフ□ッビーディスクを1巧準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理 J か5「退避」 
を還択して < ださい。 


[ 確認 I 
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操作を続けまずか？ 

継続 1 I 戻る^ 


ディスクに何6かの 0 S がインス 
卜ールされてし'^る場含、インス!— 
ルを続巧ずるかを磕認ずるメッセー 
ジが表示されまず。セットアップを 
続けるには[継統]をクリックしてく 
ださい。 


7. シームレスセットアップでのま意事頂をよく読んでか5「確認」をクリックずる。 


セットアップを進めると、自動的に何回かコンピュータが再起動しまずび、 
EXPRESSBUILDER CD - ROM 、 セットアップパラメータドロは、指示びあるまで 
取り出さないでください。 


[ 確認 I 





8. メッセージに従ってフ□ッピーディスクをセットして「確認」を選択する（手順己. 
で[はい]を選択した場合のみ)。 

パラメータファイルを使用しない場合はこの^、 ソ セージは表示されません。手順 9. 
へ進んで < ださい。 


セツトアップパラメータ FD を挿入してくださし、。 


確認 戻る 



111751 


ここでセットしたフ□、ソピーディスクは指示があるまで取り化さないでくだ 
さい。 


のの 
か 内 
5 ク。 
何が。スず 
にムずィま 
でテまデい 
ずスい、ま 
、シてとし 
はグれるて 
にンさけれ 
クィル続わ 
ステ-を失 
ィ-卜作が 
テレス操夕 
のペンの- 
こオイこデ 


A 
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[既をのバラメータファイルを使用する場合] 

セツトした「フ □、ソ ピーディスク内のパラメータファイルの一覧が表示されます。 
(1) インストールに使用ずるパラメータフアイルを違択し、[おを]をクリックす 

る 0 



確認のダイア□グボックスが表れます。 

に）パラ;<-夕を確認ずる場合は[磕認]を、確 f 忍せずにそのままインストールする 
場合は、[スキップ]をクリックする。 

嘘認]をクリックー手順9.へ進む 

[スキッフ°]をクリックー手順10.へ進む 




ディスクアレイコント□ーラが接統されていない場合は、手順10.へ進んでく 
だきい。手順10.を終了後、確認のダイア□グボックスが表れます。 

[確認]をクリ、ソク^手順11.へ進む 

[スキップ]をクリックー手順に.へ進む 


[空きフ□ツピーディスクをセツトした場合] 

(1) [ファイル名: ( A )] の下にあるボックスをクリックするか、く A > キーを押ず。 
人カボックスが表示されます。 



に）ファイル名)を入力する。 
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日.ディスクアレイコント□—ラのバラメータを設定ずる。 

本装置のオンボード RAID 機能，またはオプションのディスクアレイコント□ーラを 
使巧している場合は、[アレイディスクの設を]画面が表示されます。設を内容を確 
認し、お要な6修正を行ってか6 [終了]をクリックしてください。 


^ ディスクアレイコント□ーラが接続されていない場合、この画面は表示されま 
せん。手順10.へ進んでください。 

設をが終了ずると > 自動的に RAID の構築、保守用パーティションの作成およびを種 
ユーテイリテイのインス!ルが実行されます。 


[7 レイテ。ィスクの設定]テ-側アレイ]外トラ 


アレイテ’‘ィスクの設定 

1 ずる 

1 

RAID の作成 

1 既を RAID を使用する 

1 

接続テ。ィスクの卜巧概 

1… 

1 

jr ツクを構成ずるテ’イスク数 

1… 

1 

jr ツクを構成ずる RAID 

1… 

1 

ラ仆トドの設定 

1 ... 

1 

ラ仆モ-ドの種類 

1 ... 

1 


1 再読込 1 1 按了 1 

1 W に。1 


10. インスIルずるオペレーテイングシステムを選 f 尺する。 

リストボックスから [ Windows ] を還択しまず。 



11. 巧に表おされる[基本情報]画面で設定内容を確認し、化要な5修正を行ってか5 
[次へ]をク U ックする。 

画面中の「対象マシン」は機種によって表示が異なります。 

じ(降、画面に表示される[次へ]、[房る]、[ヘルア]をクリックして設走を殖認しな 
が6画面を進めて<ださい。設を内容はあ要に応じて修正して<ださい。 


<表 ZF 例> 



OS の觀 
OS の歸 

テ伽の削方法 
Iトテ俩巧イス•(ま須域 =*) 
州の方ムの NTFS への] W ‘-卜 
村:’則‘がの面用 
イ: aHW •ス 


Express 5800 /XXX 


Windows Server 2003 Standard/Enterp 



新規に巧巧する 


12288 





Windows 
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• os をインス!-ールずるパーティションは、必要最小限 W 上のサイズで 
確保してください（吕2ページ参照)。 

• 「パーティションの使用ち法」で r 既存パーティションを使用ずる J を 
選択ずると、最初のパーティション（保守巧パーティションを除く）の 
情報はフオーマットされ、ずべてなくなりまず。それむ外のパーティ 
ションの情報は保持されまず。下図は、保守用パーティションが用意さ 
れている場合に情報び削除される/ —テイシヨンを示していまず。 


第1パーティション 

<保守用パ—テイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたノ v — ドディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インス I ルずることはできませ 
ん （23 ページ参照)。「パーティションの使用方法」で「既存パーティ 
ションを使用ずる」を選択しないでください。 

• りくーティション」に409已 M 巨む外を指定した場合は NTFS への コン 
パートび必要でず。 

• 「パーティションの使用ち法」で r 既をパーティションを使用ずる J を 
選択したとを、流用ずるパーティションがが（保守領域を除く）にパー 
ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows Server 2003をインストールしまず。 

• 設定内容に不正がある場合は、巧の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関保でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければな5ない場合もありまず。 

• ここでは日本語の入力はでをません。使用ををと会社ちを日本語で入力し 
たい場合は、□グオン後に入力画面がポップアップされまずので、その時 
に再入力し、設定してください。ここでは仮の名前を入力してください。 

• セットアップパラメータを入力ずる場合、次の文字数む下で入力してく 
ださい （2 バイトで字は2夕字で換算しまず)。 


頂目 

設定値 

文字数 

新規ユーザの作成 

ューザを 

19 

グルー プを 

20 

フルネーム 

63 

説明 

47 

新規 グループの 作成 

グルー プを 

20 

言な明（グループを） 

47 




[コンピユータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設を 
はシームレスセットアップの既を値を自動的に選択して、インストールを行い 
ます。 


12. 追加するアプリケーションをインス I ルずる。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインス I ルす 
る場合は、ソセージが表示されまず。 


追加ずるアプリケーシヨンのインストール 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 


0 K 終了 
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13. メッセージに従って 「EXPRESS 目 UILDER」CD-ROM を DVD-R 日 M ドライブか 
S 取り出す。 

この時セットアップパラメータ FD を使用している場合は、フ □、ソ ピーディスクドラ 
イブから取り化しまず。 

14. Windows Server 2003 CD-R 日 M を DVD-ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウ王ア使用許諸契約]画面が表示されます。 

15. よく読んでか S、 同意ずる場をは、[同意します]をクリックするか、く F8> キーを 
押ず。同意しない場合は、[同意しません]をクリックずるか、く F3> キーを巧す。 





16. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場ちは、次の操作をする。 

(1) 、ソセージに従って Windows Server 2日03 CD - ROM を DVD - ROM ドライブか 
ら取り化す。 

に）メッセージじ従って Windows Server 2003サービスパックの CD-ROM 
を DVD - ROM ドライブにセットする。 

Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムに□グオンします。 


同意しないと、セツトアップは終了し、 Windows Server 2003はインス 
トールされません。 


wO Service Pack 1が含まれた Windows Server 2003 CD-ROM を使巧して 
邑3 インストールをされた場合は、再度 Service Pack 1を適用ずる必要はありま 
せん。 
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17. [セットアップ情制画面に表おされた設定内容を確認し、必要な5修正を巧ってか 
5[0 K ] をクリックする。 




• インストール中にスクリーンセーバが起動する場合がありますが、手動 
でログオンしてください。 

• 上記の画面が表示されていない場含は、システムを再起動してくださ 
し、。再起動後、シームレスセットアップを続斤され、上記の画面が表示 
されます。 


18. Microsoft Windows Server 2003 R 2 をインストールの場ちは、インストール 
完了後、 [ Windows セットアッス画面が表示されまず。 



Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition DISC 2 を DVD-ROM ドラ 
イブ I こセットし、 [ OK ] をクリックする。 

t (降はメッセージじ従って作業を進めてください。 

インストール終了後、 Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition 
D に C 2 を DVD-ROM ドライブから取り化し、再起動してください。 


基本情報で「サービスパックの適用」を「しない」じした場合は、システムの 
区エック I アップデートか6をず Service Pack 1を適用してください。 



MegaRAID Storage Manager のインスト—ル時、[を前: popup ]、 [発行元:不呵に 
対■し、 「 Windows セキュリティの重要な警告」ウィンド"が表示される場合が 
あります。が象のモジュールはインストーラ内で無効化しており運用上問題は 
ありませんので、この警告ウィンドウは無視してくださし、。 

なお、この警告ウィンドウはシステムの再起動後、表示されなくなります。 
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19. PROSet をインス I ルする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能お認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用ずることにより，と J 下のことが巧えます。 

ーアダプタ詳細情報の殖認 

ーループバックテスト、パケットを信テストなどの診断 
— T 朗 ming の設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成ずることで、装置に耐障害性に優 
れた環境を提供し，装置とスイッチ聞のスループットを向上させることができます。 
このような機能を利用する場合は、 PROSet があ要になりまず。 

PROSet をインストールずる場合は，と rF の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を DVD - ROM ドライブにセットずる。 

(2) エクスプ□ーラを起動する。 

<標準のスタートメ ニユ ーモードの手順> 

スター トメ ニュー か6 [エ クスプ □- ラ] をクリ 、ソク する。 

<クラシックスタートメ ニユ ーモードの手順> 

スタートメニューか6[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクス 
プ□-ラ]をクリックする。 

(3) レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ NS 4¥ PROSET ¥2 KXPWS 03」 
ディレクトリ内の 「 DXSETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザー円が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諾契約のを項に同意しまず]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [すべて]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ Ins ねり Shield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されまず。 

旧）[完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 

W 上で完了です。 


ドライバおよび PROSet に関する操作は.'必ず本体装置に接続されたコンソー 
ルから管巧を権限 （ Administrator 等）で□グインして実施して<ださい。 0 S 
のリモートデスクトップ機能じよるリモートか6の設を変更操作はサポート 
しておりません。 
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20. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備のネットワークドライバは，自動的にインストールされますが，転送ま度 
と Duplex モードの設定げ企、要です。 

[PROSet びインストールされていない場合] 

(1) 「□-カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスを開く。 

<標準の スタートメニューモー ドの手順> 

1) スタートメニューから[コント□-ルパネルト[ネットワー ク 接続卜 [□- 
カルエリア接続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Connection ) または 
( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Connection #?) をクリ 、ソク ずる。 

[□-カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

2) [プ□パティ ] をクリックする。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

1) スタートメニューから[設定]一[ネットワーク接続]をクリ、ソクする。 

2) [□- カルエリア接綱アイコン ( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network 
Connection ) または ( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Connection #^) をち 

クリックし、ショートカットメニューから[プ□パティ ] をクリックする。 

(2) [構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設を]タブをクリックし、[リンクま度とデュプレックス]を八ブの設定値 
と同じ値に設定する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] をクリックず 

な 0 

[PROSet びインストールされている場合] 

(1) デバイスマネーツャからネットワークアダプタの [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL 
Network Connection ] または [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network 
Connection #^] をダブルクリ 、ソク ずる。 

(2) [リンク]タブをクリックし，リンクま度とデュプレックス設定を八ブの設をと 
同じ値に設定する。 

(3) [0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 

また、お要に応じてプ〇トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワー 
ク 接続] か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行 
います。 




サービスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めします。 
[ネッ トワーク モニタ] は、 [ネット ワーク モニタ] をインストールした コン 
ピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。 
ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。インストールの手順は、こ 
の後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 


21. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないをのがある場合は、そ 
れぞれを確実にインスIルずる。 
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22. 4 日ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

23. 47ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了でず。 
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オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -114/122) を使用する場合は、インストレーション 
サプリメントガイドのネットワークドライバの再インストール手順を参考にし、 
「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に格納されているドライバをインス!-―ルしてください。 

N 8 104-1 14/122の場合 

[< DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ NS 4¥ PR 01000¥ WS 03 XP 2 K ] 

インストール手順が不日月な場合は、「オプションボード用ネットワークドライバのインストー 
ル」 の項を参照して< ださい。 


オプションボード用ネットワークドライバのインス I ル 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]一 [ Intel ( R ) PRO /1 □□□ 〜]または [ Intel ( R ) PRO / 100 〜] 
を夕’ブルク U ックする。 

[ Intel ( R ) ド1^0/1000〜]または[1け61(の PRO /100 〜]ダイア□グボックスが表示さ 
れます。 

jV [? その他のデバイス]-- [? イーサネットコントローラ]がある場合は、 

が!^ [? イーサネットコントローラ]をダブルクリックしてください。 

3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をク U ックする。 

[八ードウ王アの更巧ウィザー鬥が表示されます。 

4. [-覧または特定の場所か S インス!ルする（詳細） ] を還択し、[巧へ]をクリッ 
クずる。 

已.[次の場所で最適のドライバを検索ずる]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「 N 8104 -1 14パ22」の場合 

レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ D 0 TNET ¥ NS 4¥ PR 0 1 000¥ WS 03 XP 2 KJ 

と入力し、[次へ]をクリ、ソクする。ドライバのお索が開始され、検索後にインストー 
ルが始まります。 しば 6 くすると [八ードウ ェアの更新ウィ ザードの完了 ] 画面が表 
示されます。 

6. [完了]をク U ックする。 

と又上で完了です。 
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アダプタフォルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブ□-ドバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合自動的にグループ巧の他のアダプタに処理を移行させるわの 
です。また，アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグループを作り、 
サーバか6送受信パケットをグループすべてのアダプタか6行ラことにより、スループットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化ずる ( T )」 にチェックを入 
れ、持斤規チーム]をク U ックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をク U ックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[巧へ]をクリックする。 

已.チームモードの選巧で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタフティブ□—ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[巧へ]をクリックずる。 

6. [完了]をクリックずる。 

1 . デバイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデバイスのプ□バティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマ U に設定する場合、ドライバを選がし、「プライ 
マ U の設定」をク U ックする。チーム内のアダプタで、セカンタ ’ U に設定する場 
合、ドライバを選巧し、「セカンダ U の設定 ( S )」 をクリックしてください。両方の 
設定が終了した場合、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてください。 

日.「スイッチのテスト」をク U ック後、スイッチのテスト画面が表おされた6、「テス 
卜の実行」をク I 」ックして実行ずる。実行結果、問題なしのメッセージが表示され 
れば、テスト完了です。 

AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、おず再起動した後に行ラあ要があり 
ます。アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指をするアダプタは、同一八ブ、 
異なる八ブのどち6の接続でも使用できますが、異なる八ブに接続ずる場合は、すべて同一 
LAN (同ーネットワーク）上に存在するお要があるため、カスケード接続にしてください。 
アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチング八ブにのみ接続で 
さまず。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

グラフィ、ソクスアクセラレータドライバは、む下の<設定変更>を斤ってか6<インストール 
手順>に従ってインストールしてください。 

<設定変更> 

1. スタートメニューか引コント□—ルバネル]をポイントし、陋面をク U ックする。 

2. 「画面のプ□バティ」内の[設定]タブへ進み、間細設定(V)]をク U ックずる。 

3. 「トラブルシューティング」タブへ進み、「ライトコンバインを有効にずる (E)」 の 
チェックを外す。 

4. システムを再起動する。 

<インス!ル手順> 

1 . 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を DVD-ROM ドラィブにセットずる。 

2. スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプロー 
ラ]をク U ックする。 

3. レ DVD-ROM のドラィブレター x¥WINNT¥DOTNET¥VIDEO¥MATROX」 

ディレクト U 内の [SETUP.EX 曰アイコンをダブルク U ックする。 

4. メッセージに従って、作業を進める。 

ドライバのインストールが開始されまず。 

途中、「デジタル署名が見つかりませんでした。..」とのメッセージが表示される場 
合は、[はい]をクリックしインス I ルを続けてください。 

已.インス!ル後、システムを再起動する。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、お実に障害か6復旧できるように、あ6かじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体巧のメモリダンプ（デバッグ情報）を探取するための設定です。 


メモリダンプのま意 

• メモ U ダンプの採取はな守ヴービス会社のな守員び行いまず。お客様は 
メモ U ダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定を、障害び発ちし、メモ U ダンプを巧をずるために再起 
動ずると、起動時にお想メモリび不ちしていることを示ずメッセージび 
表示される場合がありまずび、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しくなをでさない場合がありまず。 


次の手順に従って設をしまず。 

1. スタートメニューか S [コント□—ルバネル]を還巧し、[システム]をク U ックず 
る。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをク U ックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をク U ックする。 
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4. テキストボックスにデバッグ情報を書き送む場所を入力する。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 



W-0 • デバッグ情報の書さ込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 

Ito しまず。ただし、搭載メモリヴイズが 2GB を超える場合は、[完全メモ 

リダンプ]を指定ずることはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリヴイズ +12MBiy 上(メモリサイズが 2GB 
を超える場合は、2048 MB+12M 目な上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリヴイズが 2GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空を容量を確認してください。 
































42 Windows Server 2003 のセットアップ 


日.[パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウが表示されまず。 



を肢 I ] ンむ-夕る 1 /、-朽Iア [ MS ]| e めち巧 I リモ-卜 I 


Administrator として□ヴオンしねい巧合は、これな D (まとんどの巧ちはできません。 



巧巧'でな姐 〉_I _巧-巧吿(巧 


0 K I キタン t ル」巧巧迫) 


6. [バフォーマンスオプション]ウィンドウの[詳細設定]タブをク U ックする。 
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ス[仮想メモ U] ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのぺージングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推 
奨値 iU 上に変更し、[設定]をク U ックする。 


112S1 


ドライブがリュームラペル]必 ページンクファイルのサイズ ( MB ) 



OK ] _キャンれレ」 


W-0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

Ito のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを巧 

納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ページングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、 r 作成ずるパーティシヨンヴイズについて (22 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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日. [ OK ] をク U ックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ワトソン博±の設定 

Windows ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエ 
ラーをお化するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報をな取できる 
よう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をク1」ックずる。 

2. [名前]ボックスに rdrwtsn32.exe」 と入力し、 [0K] をク U ックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルバス]ボックスに診断情報の保を先を指定ずる。 



rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで保有されます。 

ネットワークパスは指をできません。 □一カ ルコンピュータ上のパスを指をし 
医ち巧 ] て < ださい。 
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4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保を巧を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


已.[オプション]ボックスにある;夕のチェックボックスをオンにする。 

ー ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
一既存の□グファイルに追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明じついてはオンラインヘルプを参照してください。 


6. [OK] をクリックする。 


ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!ル後、システムの再起動を行 
うあ要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしまず。 

1. スタートメニューか S [設定]をポイントし、[コント□-ルバネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をク U ックする。 

[管理とモニタツール]ダイア□グボックスが表示されまず。 

已.管I里とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして [OK] をク U ックずる。 

6. [Windows コンポーネントウィヴー问ダイア□グボックスに戻りますので、 
[次へ]をクリックする。 

7. ディスクの挿入をホめるメッセージが表おされた場合は、要ホされた CD-ROM を 
DVD-ROM ドライブにセットして [0K] をク1」ックずる。 

8. [Windows コンポーネントウィヴード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クずる。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□-ルバネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューか6 [プ□グラム]^ [管理ツール] 
をポイントし、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することが 
できます。操作の説明じついては、オンラインヘルプを参照してください。 
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管理ユーティリティのインス I ル 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールした ユーテ ィリ 
ティのフォルダがあることをお認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は > 第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!ルしてくださ 
い。 


0こ ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあ 

か" EB ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してくださし、。 


システムのアップデート■サービスパックの適用- 


システムのアップデートは、次のような場合に行いまず。 

• システム構成を変更した場合(内蔵オプションの機器の取り付け/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体か6システムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用するみ要はありません。） 



Service Pack 1が含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使用しインス 
卜ールされた場合は、再度 Service Pack 1を適用するか要はありません。 


管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
DVD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□-ルメニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューか6 [システムのアップデート]をクリックすると起動します。]: J 降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


〇オンラインドキユ>ント 



NEC 
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システム情報①ノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.已インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を本体装置の DVD-ROM ドライブにセットし 
て、再起動ずる。 

EXPRESSBUILDER か6起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]-[オフライン保ずユーティリティ]を選択ずる。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を還択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインス I ―ルに対応ずる場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法について 
は， EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 R 2, Standard Edition / Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 




サポートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 じは 、 Windows Server 2003 
のインストールであ要となる RAID コント□-ラや SCSI コント□ー ラのドライバなどが含ま 
れていまず。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 OEM - D に K for 
EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.已インチフ□ッピーディスクを1枚用意ずる。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を ON にずる。 

3. 本体の DVD-ROM ドラィブに添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM をセット 
する。 

4. CD-ROM をセットした5、 U セットする （<Ctrl>+<Alt>+<Delete> キーを巧ず） 
か、電源を OFF/ON してシステムを再起動ずる。 

CD - ROM か6システムが立ち上がん EXPRESSBUILDER が起動します。 

已.[ツールメニュー] から [サポートディスクの作成]を選がする。 

6. [サポートディスク作成メニュ ー] か6 [Windows Server 2003 OEM-aSK 
for EXPRESSBUILDER] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセットずる。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESSBUILDER 」 はライト 
プ□テクトをし、ラベルを目よって大切に保管して<ださい。 

Windows ( Windows 95と J 降 、 Windows NT 4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は， Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - ROM をセットすると起動する「マスターコント 
□-ルメニュー」から Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER を作成す 
ることわできます。 


オプシヨンボードをお続ずる場合は> オプシヨンボードに添付の説明書电併せ 
て参照してください。 
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論理ドライブび複数存在ずる場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて'必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始ずる。 

2. 次のメッセージが表示された S、0S をセットアップしたいバーテイシヨンを選択 
する。 


次の一覧には，このコンピュー々上の既をのパーティシヨンとホ使曲の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを巧って.一覧か6パーティションを還巧して<ださい。 


システムボ U ューム、またはブートボ U ュームのドライブ文字はセットアップ 
Bto 亮了をは修正でさません。この画面で正しいドライブ女宇が割り当て5れてい 
ることを確認してか6セツトアップを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行ずる。 

W 上で完了です。 


けこ セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
た "fed す。ドライブ文字の修正が'必要な場合は々項の「ドライブ文字の修正手順」に 
なってドライブ文字を変更してください。 


ドライブス字の修正手順 

じ(下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意<ださい。 

1. [スタートメニユ ー] か S [マイコンピユータ]をちクリックし、[管理]を選巧して[コ 
ンピユータの管理]を起動ずる。 

2. 左側のウィンドウの中か S、 [ディスクの管I里を還択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボ U ユームを選がしてちク1」ックし、[ドライプで字と 
バスの変更]を還 f 尺する。 

4. [変更]をク U ックする。 

已.[次のドライプで字を割り当てる]をク U ックし、割り当てたいドライプで字を選択 
する 0 

6. [日 K] をクリックする。 
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7. 政下の確認メッセージが表示された S、 [はい]をクリックずる。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ女字を変更しますか？ 

8. [コンピユータの管理]を終了する。 

W 上で完了です。 
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Adaptec HostRAIoTM について 

ここでは Adaptec HostRAID の概要およびセットアップ手順について説明します。 


Adaptec HostRAID の概要 


Adaptec HostRAID とは，システムに標準搭載されたシリアル ATA インタフエースを使用し、 
RAID 機能を提供します。 

Adaptec HostRAID では、ディスクアレイを制御するドライバとディスクアレイの管理ユー 
ティリティである r Adaptec Storage Manager™」 拟降、 ASM と略ず)か6構成されていま 
す。 

これ6のソフトウエアはどち6か一ちでも欠けると正常な動作ができません。ドライバは本書 
のセットアップ手順を参照し、 ASM は [Adaptec Storage Man 明 er™ ユーザーズガイド」を 
参照してをず両方のソフトウエアをインストールしてください。 

仕様 


八ードディスクドライブ： 
RAID レべ:ル： 

0S: 

1チヤネルあたり2ドライブ（マザーボードにてチヤネル装備） 
RAID 0/RAID 1 

Windows Server 2003 x64 Editions 

Windows Server 2003 

ディスクアレイの構築： 

巨 lOS セットアップューティリティ、 EXPRESS 目 UILDER、 およ 
び管理ユーテイリテイ 

特長 



B の S セットアップユーティリティにより、ディスクアレイ/標準 SATA の切り替え可能。 
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注意事頃 


Adaptec HostRAID 全般に関する注意事項について説明します。 

目の S セットアップユーティリティに関ずる注意事項については、1日2ページを、 ASM に関ず 
るま意/制限事項はオンラインドキュメント 「Adaptec Storage [\/ 13 〇 39 €「|^^ユーザー ズガイ 
ド」を参照し、確 f 忍してください。 




「Adaptec Storage Manageri いユーザーズボイド」は本装置に添付の 
EXPRESSBUILDER CD - ROM にオンラインドキュメントとして格納 
されています。 


• Adaptec HostRAID の機能を使用して作成した RAID ドライブをシステムドライブとして 
運用してください。デ~夕専用領域としては使用できません。 

• Adaptec HostRAID の機能を使用するためには、ドライバのインストール以外に ASM の 
インストールが必須でず。 ASM のインストールについては 、 [Adaptec Storage 
Manager ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 

• Adaptec HostRAID で使用している八ードディスクドライブはホ、ソトスワップに対応し 
ていません。このため、八ードディスクドライブを交換ずる場合は、システムの電源を 
OFF にした状態で交換してください。（交換する八ードディスクドライブは ASM 画面で 
接続されている Port 番号を殖認してから実施することをお勤めします。） 

• Adaptec HostRAID では AC 円機能のスタンバイ/か止モードを使用できません。 

• Adaptec HostRAID の保守作業は BIOS セットアップユーティリティを使用せず 、 ASM 
を使用してください。 

• Adaptec HostRAID のアレイ保守操作かは ASM の画面表示を終了させておいてくださ 
い。 

• Adaptec HostRAID 利用時は、 「 RAID コン フィグレー シヨン」の 「 Bootable の設定」 
(142 ぺージ）を参照し、必ず目 IOS にて目00ね ble の設定を行ってください。本設定を行 
わない場合は、障害発生時メモリダンプを探取することができない等の問題が発生しま 
す。 

• ASM より Verify 機能を利用時、 Timeout が発生する場合があります。システム運営上問 
題はありませんので、そのまま運用願いまず。 

• SATA HostRAID では、八ードディスクドライブの移行（マイグレーシヨン）には対応 
しておりません。 






導入漏 已3 


Adaptec HostRAID セットアップの流れ 


Adaptec HostRAID システムをセットアップする作業手順の流れはと JTF のとおりです。 

Windows Server 2003 x 巨 4 Editions 


スタート 


巳 lOS セツトアツ プユー テイリテイ 
で Adaptec HostRA のを 
Enabled にして RAID ドライブ 
を作成 


ドライバをインスIル 
(0S をインストール） 


吕1ページ 


システムのアップデート 


46ページ 


ASM のインストール 


ホ2 


電源 制御抑止ドライバの 
インストール 


ホ2 


ブラウザとセキュリティの設定 


本2 


セツトアップ完了 


*1 131ぺージの RAID コンフイグレーシヨンを参照してください 。 Adaptec HostRAID を Enable とする方法は 

132ぺージの 「 BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化」の項を参照願いまず。 RAID ド 
ライブの作成方法については、133ぺージの 「Array Confi 旨 uration Utility ( ACU ) を使った RAID の構築 J 
の項を参照願います。なお 、 RAID ドライブの作成は EXPRESSBUILDER からも可能です。 
EXPRESSBUILDER から RAID ドライブの作成を行う場合は、 BIOS セットアップユーティリティを使用して 
Adaptec H 日 stRAID を Enabled とする操作のみ実施してください。 

*2 Adaptec Storage Mana 邑 er ™ ユーザーズ ガイドを参照してください。 
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Windows Server 2003 


スタート 


BIOS セットアップユーテイリテイ 
で Adaptec Hos 诉 AID を 
Enabled にして RAID ドライブ 
を作成 


ドライバをインストール 
(0 S をインストール） 


21ぺージ 


システムのアップデート 


46ぺージ 


ASM のインストール 


*2 


電源制御抑止ドライバの 
インストール 


承2 


プラウザとセキュリティの設定 


*2 


セツトアップ亮了 


*1 131ぺージの RAID 〕 ンフィグレーシヨンを参照してください 。 Adaptec HostRAID を Enable とする方まは 

132ぺージの 「 BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化」の項を参照願いまず。 RAID ド 
ライブの作成ち法については、133ぺージの 「Array Configuration Utility ( ACU ) を使った RAID の構築」 
の項を参照願います。なお 、 RAID ドライブの作成は EXPRESSBUILDER かちも可能です。 
EXPRESSBUILDER か5 RAID ドライブの作成を行う場合は、 BIOS セットアップユーティリティを使用して 
Adaptec HostRAID を Enabled とずる操作のみ実砲してください。 

*吕 Adaptec Storage Mana 有 er™ ユーザーズガイドを参照してください。 

























